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(57)【要約】
【課題】高解像度の映像を表現できるＣＯＧ方式の液晶
表示装置を提供する。
【解決手段】本発明は、ＬＯＧせん断でのインピーダン
ス整合とタイミングコントローラー出力端でのインピー
ダンス整合を利用して、硝子基板上の伝送線路の抵抗値
と無関係にソースドライバーＩＣ入力端の反射波を最小
化させることにより、軽量化と薄型化を維持しながらも
周波数特性を向上させて、高解像度及び高品質の映像表
現が可能であるようにさせたチップオングラス（ＣＯＧ
）方式の液晶表示装置を提供する。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タイミングコントローラーが装着されたＰＣＢと、
　液晶パネル及び少なくとも一つのソースドライバーＩＣがチップオングラス（ＣＯＧ）
方式で実装された硝子基板：及び
　前記ＰＣＢと前記硝子基板との間で少なくとも一対の差動信号の伝達通路になるＦＰＣ
を具備して、
　前記タイミングコントローラーから出力される前記差動信号は、伝送線路を通じて前記
少なくとも一つのソースドライバーＩＣにポイントツーポイント方式で伝達されて、
　前記タイミングコントローラー出力端にインピーダンス整合抵抗が具備されることを特
徴とするＣＯＧ方式の液晶表示装置。
【請求項２】
　タイミングコントローラーが装着されたＰＣＢと、
　液晶パネル及び少なくとも一つのソースドライバーＩＣがチップオングラス方式で実装
された硝子基板：及び
　前記ＰＣＢと前記硝子基板との間で少なくとも一対の差動信号の伝達通路になるＦＰＣ
を具備して、
　前記タイミングコントローラーから出力される前記差動信号は、伝送線路を通じて前記
少なくとも一つのソースドライバーＩＣにポイントツーポイント方式で伝達されて、
　前記ＰＣＢ上に具現された前記伝送線路の終端にインピーダンス整合抵抗が具備される
ことを特徴とするＣＯＧ方式の液晶表示装置。
【請求項３】
　タイミングコントローラーが装着されたＰＣＢと、
　液晶パネル及び少なくとも一つのソースドライバーＩＣがチップオングラス方式で実装
された硝子基板：及び
　前記ＰＣＢと前記硝子基板との間で少なくとも一対の差動信号の伝達通路になるＦＰＣ
を具備して、
　前記タイミングコントローラーから出力される前記差動信号は、伝送線路を通じて前記
少なくとも一つのソースドライバーＩＣにポイントツーポイント方式で伝達されて、
　前記ＰＣＢと前記硝子基板との間に位置した前記ＦＰＣ上にインピーダンス整合抵抗が
具備されることを特徴とするＣＯＧ方式の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記硝子基板上に具現された前記伝送線路は、ラインオングラス（Ｌｉｎｅ　Ｏｎ　Ｇ
ｌａｓｓ；ＬＯＧ）方式で前記ソースドライバーＩＣに連結されることを特徴とする請求
項１ないし３のうちいずれか一つに記載のＣＯＧ方式の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記硝子基板上に具現された前記伝送線路のうちで一部は前記少なくとも一つのソース
ドライバーＩＣのうちで一部に直接連結されて、
　残りの伝送線路は、前記一部の伝送線路が連結された前記ソースドライバーＩＣをバイ
パスして、残りのソースドライバーＩＣに連結されることを特徴とする請求項４に記載の
ＣＯＧ方式の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記少なくとも一対の差動信号は、
　画像データに対応される信号対及びクロック信号対であるか、または画像データに対応
される信号対またはクロック信号対であるか、またはクロック信号がエンベデッドされた
画像データに対応される信号対であることを特徴とする請求項４に記載のＣＯＧ方式の液
晶表示装置。
【請求項７】
　前記硝子基板は、
　前記液晶パネルを駆動する少なくとも一つのゲートドライバーＩＣをさらに具備するこ
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とを特徴とする請求項４に記載のＣＯＧ方式の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関するものであり、より詳細には、ＬＯＧせん断でのインピ
ーダンス整合とタイミングコントローラーインピーダンス整合を利用して、硝子基板上の
伝送線路の抵抗値と無関係にソースドライバーＩＣ入力端の反射波を最小化させることに
より、軽量化と薄型化を維持しながらも周波数特性を向上させて高解像度及び高品質の映
像表現が可能であるようにさせたチップオングラス（ＣＯＧ）方式の液晶表示装置に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　ＬＣＤパネル（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ　ｐａｎｅｌ）の垂直
ライン（ｒｏｗ　ｌｉｎｅ）及び水平ライン（ｃｏｌｕｍｎ　ｌｉｎｅ）を駆動するため
には、パネルの周辺にソースドライバーＩＣ（ｓｏｕｒｃｅ　ｄｒｉｖｅｒ　ＩＣ）及び
ゲートドライバーＩＣ（ｇａｔｅ　ｄｒｉｖｅｒ　ＩＣ）を具備する。ゲートドライバー
ＩＣは、画像データ（ｉｍａｇｅ　ｄａｔａ）を伝達しようとする画素（ｐｉｃｔｕｒｅ
　ｅｌｅｍｅｎｔ）を選択する機能を遂行して、複数の画素に実際の画像データ及びクロ
ック信号は複数のソースドライバーＩＣから供給される。画像データ（ＤＡＴＡ）とクロ
ック信号（ＣＬＫ）は、印刷回路基板（Ｐｒｉｎｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ　Ｂｏａｒｄ：
以下、「ＰＣＢ」という。）に装着されたタイミングコントローラー（Ｔｉｍｉｎｇ　ｃ
ｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）からマルチドロップ（ｍｕｌｔｉ－ｄｒｏｐ）形態で複数のソース
ドライバーＩＣに伝達されることが一般的である。
【０００３】
　一つの伝送線路対（ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｌｉｎｅ　ｐａｉｒ）に差動信号（ｄ
ｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｌ　ｓｉｇｎａｌ）の形態で伝送されるデータは、送信部でデータ
に対応されるプッシュプール（ｐｕｓｈ　ｐｕｌｌ）形態の差動信号（ｄｉｆｆｅｒｅｎ
ｔｉａｌ　ｓｉｇｎａｌ）を生成した後、これを送信部に隣接したＰＣＢで差動電圧信号
に変換させて、受信部に送信する。
【０００４】
　図１は、従来の液晶表示装置の一実施例を示す図面であり、図２は図１の従来の液晶表
示装置の等価モデルを示す図面である。
【０００５】
　図１及び図２を参照すると、ＬＣＤを利用した液晶表示装置１００は、ＰＣＢ１１０、
液晶パネル１２０、ＦＰＣ１３０、ソースドライバーＩＣ１３１及びゲートドライバーＩ
Ｃ１３２を具備する。
【０００６】
　ＰＣＢ１１０は、複数のソースドライバーＩＣ１３１に画像データ及びクロック信号を
供給するタイミングコントローラー１１１及び複数の終端抵抗１１２を具備する。
【０００７】
　液晶パネル１２０は、液晶（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ）の電気的性質を利用した
複数個の画素（ｐｉｃｔｕｒｅ　ｅｌｅｍｅｎｔ）を具備して、複数個の画素のそれぞれ
はソースドライバーＩＣ１３１及びゲートドライバーＩＣ１３２によって駆動される。
【０００８】
　タイミングコントローラー１１１から出力される差動電流形態の画像データ及びクロッ
ク信号は終端抵抗１１２の両端子を通りながら差動電圧信号に変換されて、変換された差
動電圧信号はマルチドロップ方式で該当ソースドライバーＩＣ１３１に伝達される。
【０００９】
　ＰＣＢ１１０とソースドライバーＩＣ１３１の間及びソースドライバーＩＣ１３１と液
晶パネル１２０との間の信号の伝達は、ＦＰＣ（Ｆｌｅｘｉｂｌｅ　Ｐｒｉｎｔｅｄ　Ｃ
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ｉｒｃｕｉｔ）１３０と共にインピーダンス成分が非常に少ないテープまたはフィルム（
ｔａｐｅ　ｏｒ　ｆｉｌｍ）などを使用する。
【００１０】
　一方、製造費用が少ないだけでなく、軽くて厚さが薄い液晶表示装置を要求する使用者
の要求によってパネルが装着された硝子基板にソースドライバーＩＣ及びゲートドライバ
ーＩＣを接着させて使用するチップオングラス（Ｃｈｉｐ　Ｏｎ　Ｇｌａｓｓ；以下、「
ＣＯＧ」という。）方式が提案された。
【００１１】
　ＣＯＧ方式を使用して液晶表示装置を具現する場合、液晶パネルとソースドライバーＩ
Ｃ及びゲートドライバーＩＣが硝子基板に接合されなければならないが、この時、既存の
ＰＣＢとソースドライバーＩＣの間、ソースドライバーＩＣとパネルとの間及びゲートド
ライバーＩＣとパネルとの間の信号の送受信は、硝子基板に設置された伝送線路（Ｌｉｎ
ｅ　Ｏｎ　Ｇｌａｓｓを以下、「ＬＯＧ」という。）を設置して使用するようになる。
【００１２】
　図１に示された従来の液晶表示装置の場合、ＰＣＢ１１０での伝送線路及びＦＰＣ１３
０での伝送線路を通じて信号が送受信されるが、動作周波数対比使われる伝送線路のイン
ピーダンス不整合による影響は深刻ではない。しかし、ＣＯＧ方式ではＬＯＧという伝送
線路が加えられてインピーダンス不整合が深刻に頭をもたげるようになる。
【００１３】
　特に、図１に示されたところのような液晶表示装置にＣＯＧ方式をそのまま適用する場
合ソースドライバーＩＣに伝達されるデータに前記言及した不整合による歪曲が発生され
るようになるので、周波数特性が低下される短所を有するようになる。したがって、ＣＯ
Ｇ方式を使用する場合にはタイミングコントローラーとソースドライバーＩＣとの間の信
号の送受信は従来のマルチドロップ方式の代わりにポイントツーポイント（ｐｏｉｎｔ　
ｔｏ　ｐｏｉｎｔ）方式を使わなければならない。
【００１４】
　図３は、ＣＯＧ方式及びポイントツーポイント方式を使用する従来の液晶表示装置を示
す図面である。
【００１５】
　図３を参照すると、前記ＣＯＧ方式の液晶表示装置３００は、ＰＣＢ３１０、硝子基板
３２０及びＦＰＣ３３０を具備する。
【００１６】
　ＰＣＢ３１０にはタイミングコントローラー３１１が装着される。タイミングコントロ
ーラー３１１から出力される一対の差動信号は伝送線路３１３を通じて複数個のソースド
ライバーＩＣ３２２にポイントツーポイント方式で伝達される。
【００１７】
　硝子基板３２０には液晶パネル３２１、該液晶パネル３２１の動作を制御する複数個の
ソースドライバーＩＣ３２２及び複数個のゲートドライバーＩＣ３２３がＣＯＧ方式で実
装される。
【００１８】
　前記複数個のソースドライバーＩＣ３２２それぞれには終端抵抗３２５が少なくとも一
つずつ含まれている。複数個のソースドライバーＩＣ３２２それぞれは受信した差動信号
をこれに対応される差動電圧信号に変換して変換された差動電圧信号を利用して前記液晶
パネル３２１を駆動する。
【００１９】
　ＦＰＣ（Ｆｌｅｘｉｂｌｅ　Ｐｒｉｎｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）３３０は、ＰＣＢ３１
０と硝子基板３２０との間の電気的連結を介する。硝子基板３２０に形成させた伝送線路
（ＬＯＧ）３２４は、ＦＰＣ３３０と複数個のソースドライバーＩＣ３２２を電気的に連
結する。
【００２０】
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　図４は、図３による従来の液晶表示装置の等価モデルを示す図面である。
【００２１】
　図４を参照すると、従来技術によるＣＯＧ方式の液晶表示装置の等価モデルは、伝送部
３１１、ＰＣＢ上の伝送線路３１３、ＦＰＣ３３０、ＬＯＧ３２４、終端抵抗３２５及び
受信部３２２を具備する。
【００２２】
　伝送部３１１の等価モデルは、タイミングコントローラーに対応される送信機（Ｔｘ）
に対するものである。ＰＣＢ上の伝送線路３１３やＦＰＣ３３０の場合に理想的な場合を
仮定して、液晶パネル３２１上部に具現された伝送線路（ＬＯＧ）３２４に比べてインピ
ーダンス及びキャパシタンスを無視できる程度の抵抗成分を有するので、単純に信号ライ
ンで表示した。
【００２３】
　ＬＯＧの等価モデル３２４は、液晶パネル３２１の上部に具現されてＦＰＣ３３０とソ
ースドライバーＩＣ３２２とを電気的に連結する伝送線路（ＬＯＧ）を定義する。受信部
の等価モデル３２２は、ソースドライバーＩＣに対応される受信機（Ｒｘ）で定義される
。
【００２４】
　等価モデルに含まれた受動素子の電気的特性、素子の値及び素子の間の連結関係はこの
分野の一般的な技術者が容易に理解することができるので、ここでは詳しく説明しない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００２５】
【特許文献１】特開２００８－００３６０９号公報。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２６】
　前記したＣＯＧ及びポイントツーポイント方式を適用した液晶表示装置を具現する場合
、低電圧のポイントツーポイント差動信号をタイミングコントローラーからソースドライ
バーＩＣに供給するようになる。
【００２７】
　この場合従来には、終端抵抗両端に誘起された電圧の損失を最小化するために終端抵抗
を最大限受信部に近く位置するように設計されて来たし、このような方法をＣＯＧ方式に
もそのまま適用して、一般的にソースドライバーＩＣ内の受信端に抵抗素子を具現した。
【００２８】
　この時、タイミングコントローラーとソースドライバーＩＣとの間の信号送受信で、動
作速度に大きい影響を及ぼす部分は、硝子基板上の伝送線路（ＬＯＧ）のインピーダンス
値である。特に、ＣＯＧ方式の液晶表示装置ではＬＯＧのインピーダンス値が数十ないし
数百オーム程度で非常に大きいために既存の伝送方式のようにソースドライバーＩＣ内の
みに終端抵抗を具備する場合、ソースドライバーＩＣ入力端のインピーダンス整合が難し
くなって、周波数特性が低下される。
【００２９】
　従来のＣＯＧポイントツーポイント方式の液晶表示装置では動作周波数が高くなくて、
伝送線路でのインピーダンス不整合が問題にならなかったが、高品質高解像度の大型液晶
表示装置に使われる場合非常に高い動作周波数が要求されて伝送線路でのインピーダンス
整合が要求されるので、ソースドライバーＩＣ内の受信端に終端抵抗を具備する従来の方
式としては、チップオングラス方式の液晶表示装置で高解像度及び高品質の映像を具現す
るのに好適ではない問題があった。
【００３０】
　本発明が解決しようとする技術的課題は、ＣＯＧ及びポイントツーポイント方式を適用
した液晶表示装置でＬＯＧせん断またはタイミングコントローラー出力端にインピーダン
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ス整合抵抗を具備してソースドライバーＩＣ入力端の反射波を最小化させて信号の歪曲を
防止することにより、高解像度の映像を表現できるＣＯＧ方式の液晶表示装置を提供する
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【００３１】
　前記技術的課題を達成するための本発明の一実施例によるＣＯＧ方式の液晶表示装置は
、タイミングコントローラーが装着されたＰＣＢ及び液晶パネルと少なくとも一つのソー
スドライバーＩＣがチップオングラス方式で実装された硝子基板を具備して、前記タイミ
ングコントローラーから出力される少なくとも一対の差動信号は、伝送線路を通じて前記
少なくとも一つのソースドライバーＩＣにポイントツーポイント方式で伝達されて、前記
タイミングコントローラー出力端にインピーダンス整合抵抗が具備されることを特徴とす
る。
【００３２】
　前記技術的課題を達成するための本発明の他の一実施例によるＣＯＧ方式の液晶表示装
置は、タイミングコントローラーが装着されたＰＣＢ及び液晶パネルと少なくとも一つの
ソースドライバーＩＣがチップオングラス方式で実装された硝子基板を具備して、前記タ
イミングコントローラーから出力される少なくとも一対の差動信号は、伝送線路を通じて
前記少なくとも一つのソースドライバーＩＣにポイントツーポイント方式で伝達して、Ｌ
ＯＧせん断にインピーダンス整合抵抗が具備されることを特徴とする。
【発明の効果】
【００３３】
　本発明によるＣＯＧ方式の液晶表示装置によると、タイミングコントローラー内部また
はＰＣＢ上に具現された前記伝送線路の終端にインピーダンス整合抵抗を配置して、硝子
基板上に形成された伝送線路の影響を最小化することにより、タイミングコントローラー
とソースドライバーＩＣとの間で高速及び高品質の信号伝送ができる長所がある。
　特に、本発明によるＣＯＧ方式の液晶表示装置によると、小型及び中型液晶表示装置の
みに主に適用されたチップオングラス技術が大型の液晶表示装置にも使用可能になること
により、大型液晶表示装置の薄型化及び軽量化を具現することができるし、製造費用を減
少させることができる効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】従来の液晶表示装置の一実施例を示す図面である。
【図２】図１による従来の液晶表示装置の等価モデルを示す図面である。
【図３】ＣＯＧ方式及びポイントツーポイント方式を適用した従来の液晶表示装置を示す
図面である。
【図４】図３による従来の液晶表示装置の等価モデルを示す図面である。
【図５】本発明によるＣＯＧ方式の液晶表示装置の第１実施例を示す図面である。
【図６】図５の本発明によるＣＯＧ方式の液晶表示装置の等価モデルを示す図面である。
【図７】図５の本発明によるＣＯＧ方式の液晶表示装置のソースドライバーＩＣで検出さ
れる差動信号の波形に対するコンピューターシミュレーション結果を示す図面である。
【図８】本発明によるＣＯＧ方式の液晶表示装置の第２実施例を示す図面である。
【図９】図８の本発明によるＣＯＧ方式の液晶表示装置の等価モデルを示す図面である。
【図１０】図８の本発明によるＣＯＧ方式の液晶表示装置のソースドライバーＩＣから検
出される差動信号の波形に対するコンピューターシミュレーション結果を示す図面である
。
【図１１】本発明によるＣＯＧ方式の液晶表示装置の第３実施例を示す図面である。
【図１２】図１１の本発明によるＣＯＧ方式の液晶表示装置の等価モデルを示す図面であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
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　以下では本発明の具体的な実施例を、図面を参照して詳しく説明する。
【００３６】
　図５は、本発明によるＣＯＧ方式の液晶表示装置の第１実施例を示す図面である。
【００３７】
　図５に示されたところのように本発明によるＣＯＧ方式の液晶表示装置５００は、印刷
回路基板５１０、硝子基板５２０及びＦＰＣ５３０を具備する。
【００３８】
　前記印刷回路基板（ＰＣＢ）５１０には、タイミングコントローラー５１１が具備され
ている。また、前記ＰＣＢ５１０にはタイミングコントローラー５１１から出力される一
対の差動信号を前記硝子基板に伝達するための伝送線路５１３が形成される。前記タイミ
ングコントローラー５１１には、インピーダンス整合のためのインピーダンス整合抵抗５
１２が具備されている。
【００３９】
　前記硝子基板５２０には、液晶パネル５２１、複数個のソースドライバーＩＣ５２２及
び複数個のゲートドライバーＩＣ５２３がチップオングラス方式で実装される。
【００４０】
　前記ＦＰＣ（Ｆｌｅｘｉｂｌｅ　Ｐｒｉｎｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）５３０は、前記Ｐ
ＣＢ５１０と前記硝子基板５２０の電気的連結を媒介する。前記ＦＰＣ５３０の特性及び
機能は公知の物であるので詳細な説明は省略する。
【００４１】
　前記タイミングコントローラー５１１から出力される一対の差動信号は前記複数個のソ
ースドライバーＩＣ５２２にポイントツーポイント方式で伝達される。前記複数個のソー
スドライバーＩＣ５２２は受信された差動信号を利用して、前記液晶パネル５２１を駆動
する。この時、前記少なくとも一対の差動信号は、画像データに対応される信号対及びク
ロック信号対であるか、画像データに対応される信号対またはクロック信号対に該当され
る。
【００４２】
　ＰＣＢ伝送線路の特性インピーダンス（ＺＰＣＢ）は、下の数式（１）のように表現さ
れて、タイミングコントローラーとＰＣＢとの間で発生する反射波の割合、すなわち、反
射係数（Γ）は数式（２）のように表現される。
【００４３】
【数１】

【００４４】

【数２】

【００４５】
　ここで、ＣＰＣＢ及びＬＰＣＢは、ＰＣＢ伝送線路の自体キャパシタンス及び自体リア
クタンスを言う。
【００４６】
　この時、高速データの伝送のためにはタイミングコントローラーとＰＣＢとの間の反射
波を最小化しなければならない。すなわち、タイミングコントローラーとＰＣＢとの間の
反射係数が０（ｚｅｒｏ）にならなければならないし、反射係数が０（ｚｅｒｏ）になる
ためには、ＰＣＢ伝送線路の特性インピーダンス（ＺＰＣＢ）とタイミングコントローラ
ーの内部抵抗（ＲＴＣＯＮ）が同じくならなければならない。このようにタイミングコン
トローラーとＰＣＢとの間の反射係数が０（ｚｅｒｏ）になる場合をインピーダンス整合
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と言う。
【００４７】
　前記したように本発明によるＣＯＧ方式の液晶表示装置５００によるとタイミングコン
トローラー５１１の出力端にインピーダンス整合抵抗５１２を具現することにより、タイ
ミングコントローラー５１１側で眺めたインピーダンスがＰＣＢ５１０側で眺めたインピ
ーダンスと整合がなされるようになる。
【００４８】
　このようにインピーダンスと整合がなされると、送信される差動信号の反射波を最小化
することができて、これにより高品質の信号伝送が可能で高解像度の映像を具現すること
ができるようになる。また、インピーダンス整合抵抗をタイミングコントローラー５１１
内部に具備することにより、ＰＣＢ製造単価を減らすことができる長所がある。
【００４９】
　図５では、前記硝子基板５２０上に具現された前記伝送線路（ＬＯＧ）がすべてソース
ドライバーＩＣ５２２に直接連結されるものとして示されている。
【００５０】
　しかし、前記硝子基板５２０上に具現された前記伝送線路（ＬＯＧ）のうち一部は、前
記少なくとも一つのソースドライバーＩＣのうちで一部に直接連結されて、残りの伝送線
路は前記一部の伝送線路が連結された前記ソースドライバーＩＣをバイパスして残りのソ
ースドライバーＩＣに連結されるように具現することも可能である。
【００５１】
　図６は、図５の本発明によるＣＯＧ方式の液晶表示装置の等価モデルを示す図面である
。
【００５２】
　図６を参照すると、本発明によるＣＯＧ方式の液晶表示装置の等価モデルは、伝送部５
１１、インピーダンス整合抵抗５１２、ＰＣＢ上伝送線路５１３、ＦＰＣ５３０、ＬＯＧ
５２４及び受信部５２２を具備する。
【００５３】
　伝送部の等価モデル５１１は、タイミングコントローラーに対応される送信機（Ｔｘ）
に対するものであり、インピーダンス整合抵抗５１２はタイミングコントローラー出力端
に形成される。
【００５４】
　ＰＣＢ上の伝送線路５１３やＦＰＣ上の伝送線路５３０の場合に理想的な場合を仮定し
て、硝子基板５２０上部に具現された伝送線路（ＬＯＧ）５２４に比べてインピーダンス
を無視できる程度に抵抗成分を有するので、単純に信号ラインとして表示した。
【００５５】
　ＬＯＧの等価モデル５２４は、硝子基板５２０の上部に具現されてＦＰＣの伝送線路５
３０とソースドライバーＩＣ５２２を電気的に連結する伝送線路を定義する。受信部の等
価モデル５２２は、ソースドライバーＩＣに対応される受信機（Ｒｘ）で定義される。
【００５６】
　等価モデルに含まれた受動素子の電気的特性、素子の値及び素子間の連結関係は、この
分野の一般的な技術者が容易に理解することができるので、ここでは詳しく説明しない。
【００５７】
　図７は、図５の本発明によるＣＯＧ方式の液晶表示装置のソースドライバーＩＣから検
出される差動信号の波形に対するコンピューターシミュレーション結果を示す図面である
。
【００５８】
　図７を参考すると、ソースドライバーＩＣから検出される差動電圧信号の電圧差は、従
来の液晶表示装置の場合に比べて本発明によるＣＯＧ方式の液晶表示装置の場合にさらに
大きい値を有することが分かる。差動電圧信号の差が大きいということは、信号の論理値
を決定することにおいて、その程度さらに容易であるということを意味し、これはすなわ
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ち信号波形の品質が優秀であるということを意味する。
【００５９】
　すなわち、本発明によるＣＯＧ方式の液晶表示装置によると、高速動作が可能であるの
で、従来技術によるＣＯＧ方式の液晶表示装置と違い高解像度の画質具現が可能になる。
【００６０】
　図８は、本発明によるＣＯＧ方式の液晶表示装置の第２実施例を示す図面である。
【００６１】
　図８に示された本発明によるＣＯＧ方式の液晶表示装置５００は、前記インピーダンス
整合抵抗５１２がタイミングコントローラー５１１の出力端ではない前記ＰＣＢ５１０上
の伝送線路５１３の終端に具備されることを除いては、図５に示されたＣＯＧ方式の液晶
表示装置５００と同一である。
【００６２】
　タイミングコントローラーとＰＣＢ伝送線路との間と同様にＦＰＣ及び硝子基板上の伝
送線路とＰＣＢ伝送との間でも高速のデータ伝送のためにはインピーダンス整合が必要で
ある。
【００６３】
　数式（３）は、ＰＣＢ伝送線路とＦＰＣ及び硝子基板上の伝送線路との間の反射係数を
示す
【００６４】
【数３】

【００６５】
　この時、ＰＣＢ伝送線路とＦＰＣ及び硝子基板上の伝送線路との間の反射係数が０（ｚ
ｅｒｏ）になるためには、ＰＣＢ伝送線路の特性インピーダンス（ＺＰＣＢ）と硝子基板
及びＬＯＧ上の伝送線路のインピーダンス（ＺＦＰＣ＋ＲＬＯＧ）が同じくならなければ
ならない。
【００６６】
　図８に示されたところのように本発明によるＣＯＧ方式の液晶表示装置５００は、前記
ＰＣＢ５１０上の伝送線路５１３の終端にインピーダンス整合抵抗５１２を具現すること
により、ＰＣＢ５１０側で眺めたインピーダンスと硝子基板５２０及びＦＰＣ５３０側で
眺めたインピーダンスの間で整合がなされるようになる。
【００６７】
　このようにインピーダンスと整合がなされると、送信される差動信号の反射波を最小化
することができて、これにより高品質の信号伝送が可能であって、高解像度の映像を具現
することができるようになる。
【００６８】
　図９は、図８の本発明によるＣＯＧ方式の液晶表示装置の等価モデルを示す図面である
。
【００６９】
　図９に示された本発明によるＣＯＧ方式の液晶表示装置の等価モデルもインピーダンス
整合抵抗５１２がタイミングコントローラー５１１の出力端ではない前記ＰＣＢ５１０上
の伝送線路５１３の終端に具備されることを除いては、図６に示されたＣＯＧ方式の液晶
表示装置の等価モデルと同一であるので、詳細な説明は省略する。
【００７０】
　図１０は、図８の本発明によるＣＯＧ方式の液晶表示装置のソースドライバーＩＣから
検出される差動信号の波形に対するコンピューターシミュレーション結果を示す図面であ
る。
【００７１】
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　図１０を参考すると、図７に示されるものと同様に従来技術によるＣＯＧ方式の液晶表
示装置に比べて本発明によるＣＯＧ方式の液晶表示装置を通過した差動信号の電圧差がさ
らに大きくて、これにより信号波形の品質がさらに優秀であるということが分かる。
【００７２】
　図１１は、本発明によるＣＯＧ方式の液晶表示装置の第３実施例を示す図面である。
【００７３】
　図１１に示された本発明によるＣＯＧ方式の液晶表示装置５００は、前記インピーダン
ス整合抵抗５１２が前記ＰＣＢ５１０上の伝送線路５１３の終端ではない前記ＦＰＣ５３
０上に具備されることを除いては、図８に示されたＣＯＧ方式の液晶表示装置５００と同
一である。
【００７４】
　数式（４）は、ＰＣＢ伝送線路と硝子基板上の伝送線路との間の反射係数を示す
【００７５】
【数４】

【００７６】
　ここで、ＰＣＢのインピーダンス（ＺＰＣＢ）とＦＰＣのインピーダンス（ＺＦＰＣ）
は同じ値で整合されたと仮定する。この時、ＰＣＢ伝送線路と硝子基板上の伝送線路との
間の反射係数が０（ｚｅｒｏ）になるためにはＰＣＢ、あるいはＦＰＣ伝送線路の特性イ
ンピーダンス（ＺＰＣＢ、ＺＦＰＣ）と硝子基板上の伝送線路のインピーダンス（ＲＬＯ

Ｇ）が同じくならなければならない。
【００７７】
　図１０に示されたところのように本発明によるＣＯＧ方式の液晶表示装置５００は、前
記ＦＰＣ５３０上にインピーダンス整合抵抗５１２を具現することにより、ＰＣＢ５１０
あるいはＦＰＣ５３０側で眺めたインピーダンスと硝子基板５２０側で眺めたインピーダ
ンスとの間で整合がなされるようになる。
【００７８】
　このようにインピーダンス整合がなされると、送信される差動信号の反射波を最小化す
ることができるし、これにより高品質の信号伝送が可能で高解像度の映像を具現すること
ができるようになる。
【００７９】
　図１２は、図１１の本発明によるＣＯＧ方式の液晶表示装置の等価モデルを示す図面で
ある。
【００８０】
　図１２に示された本発明によるＣＯＧ方式の液晶表示装置の等価モデルもインピーダン
ス整合抵抗５１２が前記ＰＣＢ５１０上の伝送線路５１３の終端ではない前記ＦＰＣ５３
０上に具備されることを除いては、図９に示されたＣＯＧ方式の液晶表示装置の等価モデ
ルと同一であるので、詳細な説明は省略する。
【００８１】
　図１１の本発明によるＣＯＧ方式の液晶表示装置のソースドライバーＩＣから検出され
る差動信号の波形に対するコンピューターシミュレーション結果は、図１０に示した第２
実施例に対するコンピューターシミュレーション結果と非常に類似であるので省略する。
【００８２】
　以上では本発明に対する技術思想を添付図面とともに敍述したが、これは本発明の望ま
しい実施例を例示的に説明したものだけであり、本発明を限定するものではない。また、
本発明が属する技術分野で通常の知識を持った者なら誰も本発明の技術的思想の範疇を離
脱しない範囲内で多様な変形及び模倣が可能であることは明白な事実である。
【産業上の利用可能性】
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　本発明によるＣＯＧ方式の液晶表示装置によると、タイミングコントローラー内部また
はＰＣＢ上に具現された前記伝送線路の終端にインピーダンス整合抵抗を配置して、硝子
基板上に形成された伝送線路の影響を最小化することにより、タイミングコントローラー
とソースドライバーＩＣとの間で高速及び高品質の信号伝送ができる長所がある。
【００８４】
　特に、本発明によるＣＯＧ方式の液晶表示装置によると、小型及び中型液晶表示装置の
みに主に適用されたチップオングラス技術が大型の液晶表示装置にも使用可能になること
により、大型液晶表示装置の薄型化及び軽量化を具現することができるし、製造費用を減
少させることができる効果がある。
【符号の説明】
【００８５】
５００…液晶表示装置、
５１０…印刷回路基板、
５１１…タイミングコントローラー、
５１２…インピーダンス整合抵抗、
５１３…伝送線路、
５２０…硝子基板、
５２１…液晶パネル、
５２２…ソースドライバーＩＣ、
５２３…ゲートドライバーＩＣ、
５３０…ＦＰＣ。
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